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 要  旨 
情報通信ネットワーク技術の進展に伴い，twitter やブログなど個人が自由に意見を発信するサ
ービス環境が日常的なものとなってきた．これらの個人による情報発信は，以前ではありえなか
った，Wikipedia のような個人の集合による知の共有ができるようになったことを示している． 
特に，社員同士の知識・意見を交換しあえる企業内 SNS のように，組織における個人の意見やア
イディア，志などの情報発信を集めることで，組織内の知の共有を進めることができる．  
短期的な世代交代のある組織では，情報が下の世代に伝わりにくいという問題が発生する．情
報伝承の中でも特に，ドキュメントや研修，セミナーなどでは伝承しがたいものを注記事項と称
して研究対象とする．注記事項の特徴を調査し，システムとして必要な機能を提案し，注記事項
をスムーズに次世代に伝承するシステム LEAVES を構築する． 
注記事項を伝承できない理由は，様式が定まってはいないこと，忘却しやすいこと，伝えるべ
き相手が不明確であることなどが考えられる．注記事項を忘却する前に形式化して記録し，単発
ではなく，全体の関係がわかるように注記事項を組織化し，下の世代全員に伝承することで，こ
れらの理由を解決できると考えられる．よって形式化するための入力フォーマット，情報組織化
を行うための情報共有システムとその自動化のアルゴリズム，伝承するための未経験者に理解し
やすい表現方法を提案し，構築することが必要である． 
予備実験の結果，集められた注記事項は表現が不完全であることを検証した．集められた注記
事項を元に，注記事項を作業別・時系列に沿っていくことでイベントを疑似体験できる疑似体験
シナリオを完成させ，閲覧の仕方を観察した結果に基づき，注記事項を表示する際に，作業別・
写真が撮影された時間に沿った順序を持つ自動化の方法を考案した．試行実験の結果，予備実験
では不完全な情報であった注記事項が，入力フォーマットを用いることで形式的に満たされた状
態で登録されることを検証し，また疑似体験の閲覧を通じて，疑似体験が有用であるという意見
を得た．その結果，注記事項を忘却する前に記録し，入力フォーマットを用いて様式を定め，疑
似体験を通じて次世代全員に伝承するシステムである LEAVES の優位な点，限界，改善方法につ
いての知見を得た． 
  
 
 
